
委員会設置背景
急速に変化する社会の中で子どもを取り巻く環境も大きく変化してきました。なかでもテクノロジー化は
大人だけでなく子どもにも身近なものになっています。その中で、情報が簡単に手に入り、実体験が少な
くなることで、自己肯定感が低下するという課題が生じています。子どもが柔軟に対応できる創造力を養
い、変化する社会の中でも挑戦し続けられる環境を整える必要があります。

委員会設置目的 子どもが変化する社会に柔軟に適応し、自ら挑戦する力を育むことを目的とします。

運動手法

・４月第一例会
子どもの自己肯定感を高めるため、集団での直接体験を通して挑戦心を養い、ひとりでは出来ない経験
を与えることで社会の変化の中でもポジティブに挑戦し続けられるようになります。
・10月第一例会
子どもの創造力を高めるために、第39回芳賀教育美術展と表彰式を開催し、県東地域に根付いた「創
造美育」の文化を継承します。また、伝統ある芳賀教育美術展を未来に継承するために、メンバーが創
造美育の大切さを理解し、LOM全体で作り上げる意識を高めることで、メンバー各々の責任感が更に高
まります。

１年後の効果
　メンバーは今より更に責任感と他者を思いやる気持ちが湧いてくることで、未来を担う子どもたちを先
導できるリーダーとなり県東地域から必要とされる真岡青年会議所を実現します。
　地域とともに子どもに寄り添うことで積極的に挑戦し続けられる環境を実現します。
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